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家を離れてお泊り体験！普段は幼稚園にいない時間帯を、みんなで楽しく過ごしました。
一緒に夕食を作ったり、お祭りごっこをしたり、楽しい夏の思い出がひとつ増えました。

みんなで楽しいお泊り保育！
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　村内40ヶ所の災害時避難場所について、７月から８月にかけて
各区長を中心に、地域の皆様の声をお聞きかせいただき、防災コ
ンサルタントの専門的助言も踏まえたうえで安全性について検証
を行います。
　また、過去に災害のあった所や大雨時に危険な場所についても
あわせて確認を行い、地域の方々と役場で共通認識を持ち災害時
に備えます。
　さらに、この検証結果をもとに今後の区長会などで踏み込んだ
協議を行い避難場所や経路の見直しを実施するとともに、地域の
基幹となる避難場所に防災備蓄倉庫や自家発電機を設置し、災害
時の避難生活に欠かせない最低限の水や食糧を備蓄したいと考え
ています。

現地踏査の内容
　�　それぞれの地域について、地元の方（区長等）、役場職員、防災コンサルタントが現地を
歩き危険な場所を目視により確認します。土砂災害（土砂崩れ・土石流など）への対策が主
となりますが、落石、河川の増水、倒木、風害など大雨時に起こりうるあらゆる危険性に対
しての総合的な調査にしたいと考えています。

現地踏査のポイント
　　次のような危険性について現地踏査により検証を実施します。
　○�土砂崩れ（急傾斜地）
　○�土石流（谷や沢）
　○�地元の方の声にもとづく大雨時に危険な場所
　※��ただし、時間的な制約により目視による調査を原則とし、ボーリング調査（地質調

査）、谷や沢を登っての調査は実施しません。

　調査にかかるご意見等がございましたら、区長もしくは役場総務課（防災担当）までお聞か
せいただければ幸いです。

　※��本内容は７月11日（広報編集日）時点のものであります。一部の地域においては広報発
行日（７月31日）において調査が終了している可能性がございます。日程につきまして
は各区長へのご連絡とさせていただきますので、あらかじめご了承願います。

　現在区長会を中心として防災備蓄倉庫の設置をはじめとする地域の防災に
関する様々な協議を実施しており、その内容につきましては本誌において随
時お知らせさせていただきます。
　防災対策にかかるご意見等については、ご遠慮なく役場総務課（防災担
当）までお寄せください。

防災 てんかわ
第２回
◇◇ 避難場所・経路等の検証（現地踏査）◇◇
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　天川村では災害時に緊急情報を迅速に配信するため、ＮＴＴドコモが提供する「エリアメール」の
運用を開始し、緊急時の広報手段を拡充しました。

　「エリアメール」とは、気象庁が配信する緊急地震速報に加え、本村が独自で配信する防災情報
（避難勧告など）や通行止めのお知らせを、村内におられるＮＴＴドコモの携帯電話（エリアメール
対応機種）所有者に一斉配信するものです。申込手続きや月額使用料、通信料については不要です
が、対応携帯電話の受信設定を「ON」に設定しておく必要があります。

　受信可能範囲が天川村域に限られますので、村外におられる場合は受信できません。また電源が入
っていない場合、電波の届かない圏外や通話中・通信中は受信できません。

※�対応機種及び受信設定操作の詳細については、最寄りのドコモショップまたはＮＴＴドコモのホ
ームページにてご確認ください。

※�現在、天川村で利用可能な「エリアメール」はＮＴＴドコモのみとなっております。今後、他の
携帯電話会社において同様なサービスの提供ができる環境が整いましたら実施する予定です。

気象庁
緊急地震速報

天川村
災害・避難情報

・お申込み不要
・通信料、月額使用料、情報料は無料

イメージ図 被災の恐れのあるエリアに一斉配信

NTTドコモが提供する「エリアメール」の運用を開始しました
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　全国瞬時警報システム（J−ALERT）とは、武力攻撃に関する有事情報や緊急地震速報など、対処
に時間的余裕のない緊急情報が国から発信された場合、その情報を人工衛星を介して受信し、防災行
政無線のスピーカーから24時間体制で自動的に放送するシステムです。放送する緊急情報は、次の
とおりです。

　　�　尚、天川村では、全国瞬時警報システムの全国一斉緊急情報伝達試験を下記のとおり実施する
予定です。

　　平成24年９月12日（水）午前10時00分頃・10時30分頃の
　　２回実施予定です。

天川村推進委員会
　犯罪や非行のない明るい社会を築こうとする「社会を明るくす
る運動」は例年７月が強調月間であり、これにあわせ村では６月
28日に天川村推進委員会を開催したところ、地区保護司をはじめ
とし多数の関係機関の方々にご参加をいただき本年の啓発活動に
ついて協議を行いました。
　また、中吉野警察署生活安全課片岡係長からは、最近の奈良県
内及び中吉野管内の犯罪情勢を踏まえたご挨拶を頂きました。

村内全域啓発パレード
　７月18日午後１時に役場庁舎前を出発し、森本保護司、上西保
護司、井上巡査部長と事務局により村内全域を啓発車とパトカー
でパレードしました。
　犯罪や非行の防止、罪を犯した人の更生について地域の方々に
理解と協力を呼びかけました。

全国瞬時警報システムの運用について

① 緊急地震速報（震度５弱以上に限る）
　 ※ 緊急地震速報については、直下型の地震が発生した場合など、揺れの前に間に合わない

といった技術上の限界があることから、全国瞬時警報システムによる放送が遅れたり、
行わない場合があります。

② 弾道ミサイル情報

〜第62回社会を明るくする運動〜
『防ごう犯罪と非行　助けよう立ち直り』
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平成24年９月８日～10日（土～月）　於：洞川中学校体育館ほか

　全国各地から修験道研究者が一堂に会する会合が、天川村で開催されます。

日程：平成24年９月８日（土）　午後12時30分開会（正午より受付）

◆公開講演
　＊菅谷文則（奈良県立橿原考古学研究所所長）
　　「大峯奥駈道の考古学研究成果について」� （12：40～13：25）
　＊鈴木昭英（日本宗教民俗学会顧問・日本山岳修験学会顧問）
　　「大峯修験道と天川郷」� （13：30～14：15）
　　� （休憩10分）

◆公開シンポジウム　　テーマ「大峯山の修験道」� （14：25～17：15）

※初日のみ公開とし、特別に村民は無料で参加することができます。
　（一般公開は、人数限定で入場予定（有料））
※２日目は、学会員のみでの研究発表会
※３日目は、「巡見」として、山上ヶ岳登拝修行と村内霊地参拝の予定

　「さすが天川村！」とお帰り頂けますよう、あたたかいおもてなしでお迎えしたいと思います。
　詳細が決定しだい広報いたしますので、何かとご協力をお願いいたします。
　

　事務局　天川村教育委員会　　巡見等担当　地域政策課

第33回　日本山岳修験学会　大峯山学術大会　開催

パネリスト 石川　知彦 （龍谷ミュージアム教授／
学芸員）

「大峯山で生みだされた尊像
　　　―役行者と蔵王権現―」

宮家　　準 （慶應義塾大学名誉教授） 「吉野と修験道」

森下　恵介 （奈良市埋蔵文化財調査セ
ンター所長／學峯講々元） 「大峰の宿とその遺跡」

小田　匡保 （駒澤大学文学部教授） 「近現代における修験道教団の
大峰入峰」

コーディネーター 時枝　　務 立正大学文学部教授

福井　良盟 大峯山寺護持院竹林院住職
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　６月17日（日）、西部地区青少年健全育成会の本年度最初の行事である「ふれあいグランドゴル
フ大会」を幼稚園児からお年寄りまで約50人が参加して開催しました。当初、山西グランドゴルフ
場を予定していましたが、前日の雨でグランドコンディションが悪いため、急遽旧天川西小学校での
開催となりました。
　体育館と校舎内で各２コース、運動場で４コースの８ホールを和気藹々と回りました。水を含んだ
運動場はボールが転がりにくいのに対して、室内用のボールは氷の上を滑るように転がっていきま
す。ハプニング連発でベテランも初心者も大いに楽しめた半日でした。
　地域の中で子どもたちが育まれていると実感しました。ご参加いただいた皆さん、ありがとうござ
いました。

　平成24年７月６日（金）に、天川村山村開発センター大ホールにおいて、天川村人権教育推進協
議会総会が開催されました。
　約50人の参加者があり、主催者（植林友衛会長）挨拶及び来賓（森本靖順村長、弓場昭議会議
長）祝辞の後、今年度の事業計画（案）・予算（案）・会規約改正（案）等すべての議案が承認されま
した。
　総会終了後、会員研修として、映画「エクレール　お菓子放浪記」を上映しました。

平成24年度　天川村人権教育推進協議会が開催されました

西部地区青少年健全育成会活動報告
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　県民の皆様に親しまれております奈良県民手帳の2013年版（平成25年）の予約受付をいたしま
す。表紙は県章の色であるすほう色及び黒色の２種類から選んでいただけます。
希望される方はお早めに御予約下さい。

価　格
　一冊　500円（10月に発売を予定しています）

お申し込み方法
　各地区ごとに、購入希望を取りまとめて一括して購入していただいております。
希望される方は氏名・申込冊数・表紙の色を、８月27日（月）までに各大字区長、洞川各町総代の
みなさま、または役場地域政策課までお申し込み下さい。
※締め切り厳守でお願いします

お問い合わせ
　地域政策課　統計係　☎63−0321（内線152）

試験・受験講習日時及び試験場所
　◆受験講習日（希望者のみ）：平成24年10月31日（水）
　◆時　　間：午後１時〜午後４時
　◆場　　所：かしはら万葉ホール（橿原市小房町11番５号）

　◆試 験 日：平成24年11月７日（水）
　◆時　　間：午後２時〜午後４時
　◆場　　所：かしはら万葉ホール（橿原市小房町11番５号）

申込受付
　◆受付場所：役場産業建設課（１階）
　◆受付期間：平成24年８月27日（月）〜９月７日（金）まで
　　　　　　　（但し、土・日は除く）
　◆受付時間：午前９時〜午後４時

※�試験実施要綱・申込用紙は役場にありますので、必要な方は産業建設課まで

2013年版　奈良県民手帳　１冊　500円

平成24年度　奈良県下水道排水設備工事
責任技術者資格認定共通試験・受験講習が実施されます。
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閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

　　　 国保診療所・ほほえみポート天川　　・ごみ収集　8月の予定表　　　 国保診療所・ほほえみポート天川　　・ごみ収集　8月の予定表

見える所に貼り、ご活用下さい。

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　前
（受付 午後1：30

〜3：30）
（木曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

 16 木 休　　診   診察（西尾医師）  不燃

 17 金 診　　察 診　　察  燃焼

 18 土 

 19 日 

 20 月 診　　察 診　　察  燃焼

 21 火 診　　察 検 査 日 心の健康相談会 資源１

 22 水 診　　察 診　　察 

 23 木 　　　　　　　休　　　診  予防接種（日本脳炎、他） 資源２

 24 金 診　　察 診　　察  燃焼

 25 土 

 26 日 

 27 月 　　　　　　　休　　　診   燃焼

 28 火 　　　　　　　休　　　診   資源１

 29 水 　　　　　　　休　　　診  

 30 木 休　　診   診察（西尾医師）  不燃

 31 金 診　　察 診　　察 リハビリ相談会 燃焼

（予約）
粗大

（予約）
粗大
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閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

　　　 国保診療所・ほほえみポート天川　　・ごみ収集　8月の予定表　　　 国保診療所・ほほえみポート天川　　・ごみ収集　8月の予定表

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　前
（受付 午後1：30

〜3：30）
（木曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

 １ 水 診　　察 診　　察 予防接種（ＭＲⅣ期）

 ２ 木 休　　診   診察（西尾医師）  不燃

 ３ 金 診　　察 診　　察 予防接種（ＭＲⅣ期、他） 燃焼

 ４ 土 

 ５ 日 

 ６ 月 診　　察 診　　察 予防接種（ＭＲⅣ期） 燃焼

 ７ 火 診　　察  検 査 日  資源１

 ８ 水 診　　察 診　　察 予防接種（ＭＲⅣ期）

 ９ 木 休　　診   診察（西尾医師）  資源２

 10 金 診　　察 診　　察 予防接種（ＭＲⅣ期） 燃焼

 11 土 

 12 日 

 13 月 診　　察 診　　察  燃焼

 14 火 診　　察 検 査 日  資源１

 15 水 診　　察 診　　察 

＊医師が不在の時は、投薬できませんので、薬の切れる方は、早めに受診して下さい。

（予約）
粗大

（予約）
粗大

（予約）
粗大
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保 健 事 業 の お 知 ら せ

　臨床心理士による心の健康相談会を開催します。一人で抱えている悩みのある方、気持ちがすっきりとせず
不安のある方など、どなたでもお申込みいただけます。相談は無料で、個別相談となっておりますので、予約
制です。また、定員に達し次第受付を終了いたします。相談を希望される方は、下記までお申込みください。
　相談の内容などの秘密は、固く守られます。この機会をぜひご利用ください。

　介護をされておられる方を対象に、理学療法士によるリハビリ相談会を開催します。ご家族の介護をされ
ておられる方の動作介助（立ち上がり、歩行、着替え等）のお悩み、補助具の選び方や正しい使い方等につ
いて、理学療法士の先生に直接ご相談いただけます。利用を希望される方は、ほ
ほえみポート天川までお気軽にご連絡ください。詳しくご案内させて頂きます。
　　日程：　８月31日（金）
　　場所：　ほほえみポート天川　２階　機能訓練室
※ご利用には、事前のお申し込み、提出いただく書類等が必要ですので、
　必ずご連絡くださいますようお願い致します。

　ほほえみポート天川では、お子様向け絵本の貸し出しを行っていまいます。蔵書はまだ
少数ですが、お子様の読み聞かせにぜひご活用ください。
　夏の元気な太陽のしたでおもいっきり遊んだり、お部屋でゆっくり絵本タイムを楽しんだ
り、お子様と一緒にいろいろな時間を過ごして、夏の思い出をたくさん作ってくださいね♪

　昨年度より国において若い女性に多い子宮頸がんを予防できる予防接種が予算措置され、天川村でも公費
負担の対象となる方にご案内をさせて頂いております。公費負担対象の期間を過ぎますと、接種費用は自己
負担となります。接種を希望される方は、ぜひこの機会にご検討ください。接種に関するご質問などは、下
記までお問い合わせください。
　　　　　公費負担対象：中学１年生～高校１年生の女子
　　　　　接 種 回 数：３回（半年の期間をかけて接種します。）

開催日：　８月21日（火）　　　　　　会場：ほほえみポート天川
内　容：　個別相談（臨床心理士の先生お１人との相談となります。）

５月から６月にかけて実施した各種健（検）診の結果は、いかがでしたか？
必ず結果通知をご確認いただき、適切な対応をしていただきますようお願いします。
特に、精密検査と判定された方は必ず医療機関を受診するようにして下さい。
又この機会に普段の生活習慣について振り返ってみてください。
結果についてわからないこと等がありましたら、下記までお気軽にご連絡ください。

検診や教室等の内容や申込み方法、その他、疑問な点やご不明な点につきましては、
ほほえみポート天川　保健師までお問い合わせ下さい。　連絡先　☎63−9110

心の健康相談会のご案内

リハビリ相談のご案内

「うさちゃんぶんこ」のご案内

子宮頸がん予防ワクチンの予防接種はお済みですか？

健康診査の結果について
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森林所有者の皆様へ

　平成23年度から国が行う間伐の補助制度が改正され、制度適用しなくなった小規模な森林所有者
が実施する間伐事業に要する費用の一部について、村単独で補助する制度が始まりますのでお知らせ
します。

◆補助金を申請できる者
　①�申請者は、森林所有者であること。（施業請負者による申請は不可）
　②�地上権が設定された山林においては、地上権者が申請者となれます。
　③�申請者は、村が徴収する税金、使用料等を完納していること。

◆補助金の申請方法
　①�補助金の交付申請時期は、本年度については８月〜10月末とする。
　②�申請は、役場産業建設課にある申込書に記入のうえ提出する。

◆申請の流れ

問合せ先　産業建設課　農林係　☎63−0321　内線（132、133）

対象となる山林条件 補助対象となる事業内容 補　　助　　額

① 間伐面積
　0.1ha以上５ha以下

② 林齢
　11年生以上
　　　　〜60年生以下

間伐施業
　　（間伐率30％以上）
※皆伐は対象外です。

切捨間伐　１ha当たり
50,000円
限度として補助する。

搬出間伐
伐採した材の元玉（長さ３ｍ
以上）の60％以上を搬出した
もの。

搬出間伐　１ha当たり
90,000円
限度として補助する。

※�天川村内の人工林で、過去
５年以内に間伐が行われて
いないこと。

※�切捨間伐及び搬出間伐を補
助対象とします。

※�補助額は、施業実施面積に
対して１haあたりの単価を
乗じ算定したものとする。

１．森林所有者より申込書の提出
➡

２．役場が申込内容を確認、間伐の承認後、施業範囲に設置する杭を配布
➡

３．森林所有者は施業範囲に杭の設置及び着手前の写真撮影後、間伐に開始
➡

４．森林所有者は完了写真の提出及び報告
➡

５．役場より現地検査を行い、補助金の交付手続きを行う

間伐事業に補助金を交付します
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お し ら せ

　

肺
炎
は
日
本
人
の
死
因
の
第
３
位
を
占

め
、
今
で
も
毎
年
10
万
人
以
上
の
方
が
亡
く

な
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。
肺
炎
で
亡
く
な

る
方
の
ほ
と
ん
ど
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者

で
、
加
齢
に
伴
い
免
疫
力
が
低
下
す
る
う
え

に
、
高
齢
者
で
は
糖
尿
病
や
心
疾
患
、
慢
性

呼
吸
器
疾
患
な
ど
を
高
い
割
合
で
合
併
す
る

こ
と
が
重
症
化
し
や
す
い
原
因
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
肺
炎
で
は
発
熱
や
咳
、

痰
と
い
っ
た
典
型
的
な
症
状
が
現
れ
ず
、
発

見
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要

で
す
。
肺
炎
は
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

引
き
続
き
発
症
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
う

が
い
や
手
洗
い
を
こ
ま
め
に
行
い
、
規
則
正

し
い
健
康
的
な
生
活
を
送
る
こ
と
で
風
邪
を

ひ
か
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
肺
炎
の
予
防

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

禁
煙
は
肺
炎
の
発
症
や
重
症
化
を
予
防
す

る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
高
齢
者
の
肺
炎

は
、
食
べ
物
や
唾
液
を
肺
の
ほ
う
に
吸
い
込

む
″
誤
嚥（
ご
え
ん
）〟が
関
係
す
る
こ
と
が

多
い
の
で
、
口
腔
内
を
清
潔
に
保
つ
こ
と
が

肺
炎
の
予
防
に
は
重
要
で
す
。

　

肺
炎
を
引
き
起
こ
す
病
原
体
に
は
多
く
の

種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
肺
炎
球

菌
と
い
う
細
菌
に
よ
る
も
の
が
最
も
多
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
肺
炎
球
菌
に
よ
る
肺

炎
の
予
防
に
は
ワ
ク
チ
ン
が
効
果
的
で
す
。

最
近
で
は
抗
生
物
質
が
効
き
に
く
い
肺
炎
球

菌
が
増
え
て
お
り
、
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
予
防
の

重
要
性
が
益
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
一
度
の

接
種
で
５
年
以
上
は
効
果
が
持
続
す
る
と
言

わ
れ
て
い
る
の
で
、
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方

は
か
か
り
つ
け
の
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

奈
良
県
医
師
会

　

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
な
お
、
健
康

相
談
は
無
料
相
談
の
み
で
、
診
療
・
検
査
等

は
行
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆ 

目
の
健
康
相
談
（
眼
科
医
会
）
８
月
７
日

（
火
）
午
後
２
時
〜
午
後
３
時　

予
約
不

要
◆�

整
形
外
科
に
関
す
る
健
康
相
談
（
整
形
外

科
部
会
）
８
月
23
日
（
木
）
午
後
２
時
〜

午
後
３
時　

予
約
必
要　

※
予
約
受
け
付

け
締
め
切
り　
８
月
22
日
（
水
曜
日
）

◆�

精
神
科
の
健
康
相
談
（
精
神
神
経
科
部

会
）
８
月
24
日
（
金
）
午
後
３
時
〜
午
後

４
時　

予
約
必
要

◆�

内
科
疾
患
に
関
す
る
健
康
相
談
（
内
科
部

会
）
８
月
30
日
（
月
）
午
後
２
時
〜
午
後

３
時　

予
約
必
要

◆�
場
所
：
奈
良
県
医
師
会
館
・
１
階　

県
民

健
康
サ
ー
ビ
ス
室
（
近
鉄
大
和
八
木
駅
か

ら
北
へ
徒
歩
７
分
）

◆�

連
絡
先
：
〒
６
３
４―

８
５
０
２　

橿
原

市
内
膳
町
５―

５―
８　

奈
良
県
医
師
会
各

主
催
部
会　

☎
０
７
４
４―
22―

８
５
０
２

◆�

募
集
種
目
：
一
般
曹
候
補
生
・
自
衛
官
候

補
生
・
航
空
学
生

◆�

特
色
●
一
般
曹
候
補
生
：
曹
と
な
る
自
衛
官

を
養
成
す
る
コ
ー
ス
。
陸
・
海
・
空
の
各
部

隊
で
経
験
を
積
み
、
入
隊
後
２
年
９
ヶ
月
経

過
以
降
、
選
考
に
よ
り
曹
に
昇
任
し
ま
す
。

●
自
衛
官
候
補
生
：
採
用
さ
れ
る
と
自
衛
官

候
補
生
に
任
命
さ
れ
、
３
ヶ
月
後
に
２
等

陸
・
海
・
空
士
に
任
用
さ
れ
ま
す
。
陸
は
１

年
９
ヶ
月
、
海
・
空
は
２
年
９
ヶ
月
の
任
期

制
隊
員
の
コ
ー
ス
。
継
続
任
用
も
可
能
で
、

選
抜
試
験
に
合
格
す
れ
ば
、
曹
へ
進
む
こ
と

も
出
来
ま
す
。
●
航
空
学
生
：
海
上
・
航
空

自
衛
隊
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
等
に
な
る
幹
部
自
衛

官
養
成
コ
ー
ス
。
高
校
等
卒
業
後
、
最
も
早

く
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
れ
ま
す
。
視
力
及
び
握

力
基
準
も
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

◆�

受
験
資
格
●
一
般
曹
候
補
生
：
18
歳
以
上

27
歳
未
満
の
者
（
平
成
25
年
４
月
１
日
現

在
）（
男
女
共
通
）（
昭
和
61
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
７
年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生

ま
れ
た
者
）
●
自
衛
官
候
補
生
：
18
歳
以

上
27
歳
未
満
の
者
（
平
成
25
年
４
月
１
日

現
在
）（
男
女
共
通
）（
昭
和
61
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
７
年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に

生
ま
れ
た
）
●
航
空
学
生
：
18
歳
以
上
21

歳
未
満
の
者
（
平
成
25
年
４
月
１
日
現

在
）（
男
女
共
通
）
高
卒
（
見
込
含
む
）

（
平
成
４
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７
年
４

月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
者
）

　

平
成
24
年
第
４
回
天
川
村
議
会
臨
時
会

が
、
７
月
20
日
に
招
集
さ
れ
開
会
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

可
決
事
項

～
契
約
の
締
結
～

◇ 

村
道
広
瀬
線
道
路
災
害
復
旧
工
事
に
か
か

る
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

▽�

村
道
広
瀬
線
道
路
災
害
復
旧
工
事
の
請
負

契
約
に
関
す
る
も
の
で
す
。

平
成
24
年
第
４
回
臨
時
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

肺
炎
を
予
防
し
ま

し
ょ
う

　

�

奈
良
県
医
師
会
の
学
術
部
会
が

　

行
な
う
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

　

�

自
衛
官
（
男
子
・
女
子
）

　

各
種
目
募
集
の
ご
案
内

1 2

3 4
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I N F O R M A T I O N

◆�

受
付
期
間
●
一
般
曹
候
補
生
：
平
成
24
年

８
月
１
日（
水
）〜
９
月
７
日（
金
）�

●
自

衛
官
候
補
生
（
男
子
）
：
試
験
日
に
よ
っ

て
、
締
切
日
が
異
な
り
ま
す
の
で
詳
細

は
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
●
自
衛
官

候
補
生（
女
子
）：
平
成
24
年
８
月
１
日（
水
）

〜
９
月
７
日（
金
）�
●
航
空
学
生
：
平
成

24
年
８
月
１
日（
水
）〜
９
月
７
日（
金
）

◆�

試
験
期
間
●
一
般
曹
候
補
生
：
（
１
次
試

験
）
平
成
24
年
９
月
17
日
（
２
次
試
験
）

平
成
24
年
10
月
４
日
〜
11
日
ま
で
の
間
の

指
定
す
る
１
日
●
自
衛
官
候
補
生
（
男

子
）
：
平
成
24
年
８
月
25
日
〜
９
月
24
日

ま
で
の
間
の
指
定
す
る
１
日
●
自
衛
官
候

補
生
（
女
子
）
：
平
成
24
年
９
月
23
日
〜

９
月
26
日
ま
で
の
間
の
指
定
す
る
１
日
●

航
空
学
生
：
（
１
次
試
験
）
平
成
24
年
９

月
22
日
（
２
次
試
験
）
平
成
24
年
10
月
13

日
〜
18
日
ま
で
の
間
の
指
定
す
る
１
日
。

詳
し
く
は
、
下
記
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
：
〒
６
３
７―

０
０
０
４

　

�

五
條
市
今
井
５
丁
目
１―

12　

サ
ン
タ
ウ

ン
２
階　

自
衛
隊
奈
良
地
方
協
力
本
部　

五
條
地
域
事
務
所　

☎
０
７
４
７―

22―

３
７
８
９
奈
良
地
方
協
力
本
部
の
Ｈ
Ｐ
も

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http

：//www.m
od.go.jp/pco/nara

①
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
来
ら
れ

た
方
々
が
、
上
陸
地
の
税
関
又
は
海
運
局
に

預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な
ど
㈪
外
地
の
総

領
事
館
や
日
本
人
自
治
会
な
ど
に
預
け
ら
れ

た
通
貨
・
証
券
な
ど
の
う
ち
、
そ
の
後
日
本

に
返
還
さ
れ
た
も
の

　

お
心
当
た
り
の
方
は
大
阪
税
関
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
御
本
人
だ
け
で
な
く
、

御
家
族
の
方
も
問
い
合
わ
せ
や
返
還
請
求
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

保
管
証
券
返
還
の
御
案
内
は
、
大
阪
税
関

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

http

：//www.custom
s.go.jp/osaka/

◆�

お
問
い
合
わ
せ
：
大
阪
税
関
監
視
部　

取

締
総
括
部
門　

〒
５
５
２―

０
０
２
２　

大
阪
市
港
区
海
岸
通
２―

１―

４　

☎
０
６

―
６
５
７
６―

３
１
１
５

◆�

受
付
時
間
：
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時�

（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）
Ｅ
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
：osaka-koho@

custom
s.go.jp

　

６
月
13
日
、
奈
良
市
消
防
局
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
第
25
回
奈
良
県
消
防
長
会
消
防
救

助
技
術
指
導
会
に
、
中
吉
野
広
域
消
防
組
合

か
ら
９
人
の
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。

こ
の
指
導
会
は
、
県
下
の
消
防
職
員
が
日
頃

の
救
助
訓
練
の
成
果
を
発
表
す
る
場
と
し
て

開
催
さ
れ
、
各
消
防
本
部
か
ら
選
抜
さ
れ
た

選
手
が
、
各
種
目
に
つ
い
て
所
要
時
間
と
確

実
性
を
競
い
ま
す
。

　

当
消
防
組
合
で
は
、
「
ロ
ー
プ
応
用
登
は

ん
の
部
」
（
２
人
１
組
で
協
力
し
て
ロ
ー
プ

を
15
ｍ
の
高
さ
ま
で
登
る
訓
練
）
に
出
場
し

ま
し
た
消
防
副
士
長
吉
田
泰
士
、
消
防
士
宮

谷
英
樹
が
、
日
頃
の
訓
練
成
果
を
発
揮
し
、

優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
両
名
は
、

８
月
７
日
に
東
京
都
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る

第
41
回
全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
に
奈
良
県

代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　

選
手
は
、
「
全
国
大
会
へ
の
出
場
は
、
私

達
に
と
っ
て
貴
重
な
経
験
で
あ
り
、
日
頃
の

訓
練
で
培
っ
た
技
術
を
大
会
で
も
活
か
せ
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
。
」
と
、
更
な
る
技
術
向

上
を
目
指
し
、
日
々
訓
練
に
励
ん
で
い
ま

す
。

　

中
吉
野
広
域
消
防
組
合
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
通
じ
、
救
助
大
会
関
連
以
外
に
も

様
々
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で

是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

�

〒
６
３
８―

０
８
１
１　

奈
良
県　

吉
野

郡
大
淀
町
土
田
１
８
７　

中
吉
野
広
域
消

防
組
合
消
防
本
部
・
大
淀
消
防
署

　

☎
０
７
４
７―

52―

１
１
９
９
（
代
表
）

　

URL:http://www.nakayoshino.or.jp

　

消
防
本
部
で
は
、
９
月
９
日
の
「
救
急
の

日
」
に
ち
な
ん
で
、
住
民
の
方
々
が
自
由
に

参
加
し
て
頂
け
る
『
救
命
講
習
会
』
を
開
催

し
ま
す
。

　

簡
単
な
講
習
を
受
講
し
て
頂
く
だ
け
で
、

心
肺
蘇
生
法
【
胸
骨
圧
迫
と
人
工
呼
吸
】
と

Ａ
Ｅ
Ｄ
【
電
気
シ
ョ
ッ
ク
】
の
使
用
方
法
を

習
得
で
き
ま
す
。

　

大
切
な
命
を
救
う
た
め
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
講
習
会
に
ご
参
加
下
さ
い
。

◆�

日
時
：
平
成
24
年
９
月
９
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
正
午

◆�

場
所
：
奈
良
県
吉
野
郡
大
淀
町
土
田

１
８
７
番
地　

中
吉
野
広
域
消
防
組
合
消

防
本
部
３
階
講
堂

◆
対
象
年
齢
：
18
歳
以
上

◆
受
講
費
用
：
無
料

◆
定
員
：
30
人

◆�

募
集
締
切
：
平
成
24
年
８
月
31
日
（
金
）

（
た
だ
し
、
定
員
に
達
し
次
第
、
募
集
を

締
め
切
り
ま
す
の
で
御
了
承
下
さ
い
。
）

（左）消防副士長　吉田　泰士（よしだ　たいじ）
（右）消　防　士　宮谷　英樹（みやたにひでき）

　

�

大
阪
税
関
で
は
、
お
預
か
り
し

て
い
る
次
の
通
貨
・
証
券
な
ど

を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

　

�

『
救
命
講
習
会
』
参
加
者
募
集
の
お
知

ら
せ　

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」

　

全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
に
出
場

　

中
吉
野
広
域
消
防
組
合
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お し ら せ

く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、
父

等
の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼

を
行
う
と
と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と
友
好

親
善
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
費
用
は
、
参
加
費
と
し
て
９
万
円
。
日

程
等
の
詳
細
は
（
財
）
日
本
遺
族
会
事
務
局

（
☎
０
３―

３
２
６
１―

５
５
２
１
）
ま
で
。

　

お
申
し
込
み
は
、
お
住
ま
い
の
各
都
道
府

県
遺
族
会
へ

　

�

〈
マ
リ
ア
ナ
諸
島
・
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
・
ボ
ル
ネ
オ　

マ
レ
ー
半
島
・
ト
ラ
ッ

ク
諸
島
・
パ
ラ
オ
諸
島
・
ソ
ロ
モ
ン
諸

島
・
ヒ
ィ
リ
ピ
ン
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
台
湾

　

バ
シ
ー
海
峡
・
ミ
ャ
ン
マ
ー　

イ
ン

ド
・
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
・
中
国
等

　

奈
良
県
弁
護
士
会
で
は
、
左
記
の
通
り

「
法
の
日
週
間
」
記
念
無
料
相
談
を
実
施
い

た
し
ま
す
。

◆�

開
催
日
：
①
10
月
１
日
（
月
）
大
和
高
田

市
経
済
会
館
（
大
和
高
田
市
大
中
１
０
６

―

２
）
②
10
月
３
日
（
水
）
奈
良
県
弁
護

士
会
館
（
奈
良
市
中
筋
22
番
地
の
１
）

◆�

時
間
：
午
前
９
時
〜
12
時
・
午
後
１
時
〜

４
時
（
相
談
時
間
１
人
30
分
）

◆�

予
約
方
法
：
電
話
予
約
（
奈
良
県
弁
護
士

会
☎
０
７
４
２―

22―

２
０
３
５
）

◆�

受
付
期
間
：
９
月
10
日
（
月
）
〜
９
月
26

日
（
水
）
ま
で
。
平
日
午
前
９
時
30
分
〜

12
時
・
午
後
１
時
〜
５
時
ま
で
（
土
・

日
・
祝
日
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。
）

　

奈
良
県
弁
護
士
会
で
は
、
広
く
一
般
市
民

に
法
的
知
識
の
普
及
を
図
る
た
め
毎
月
第
２

土
曜
日
に
無
料
で
市
民
法
律
講
座
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
。

◆�

開
催
日
：
９
月
８
日
（
不
動
産
売
買
）
・

10
月
13
日
（
相
続
・
遺
言
）
・
11
月
10
日

（
交
通
事
故
）
・
12
月
８
日
（
労
働
問

題
）
・
１
月
12
日
（
賃
貸
借
）
・
２
月
９

日
（
成
年
後
見
）
・
３
月
９
日
（
建
築
に

関
す
る
紛
争
）

◆�

時
間
：
午
後
１
時
〜
３
時
ま
で

◆�

場
所
：
奈
良
県
弁
護
士
会
館
◆
申
込
：
ハ

ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
希
望
講
座
、
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
電
話

番
号
を
記
入

◆�

申
込
先
：
奈
良
県
弁
護
士
会　

〒
６
３
０

―

８
２
３
７　

奈
良
市
中
筋
町
22
番
地
の

１　

☎
０
７
４
２―

22―

２
０
３
５　

Ｆ
Ａ

Ｘ
０
７
４
２―

23―

８
３
１
９

　

奈
良
県
で
は
、
石
綿
健
康
リ
ス
ク
調
査
に

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
調
査
は
、
石
綿
ば
く
露
の
状
況
の
違

い
な
ど
に
よ
る
石
綿
関
連
所
見
や
石
綿
関
連

疾
患
の
発
生
状
況
の
比
較
等
を
行
い
、
今
後

の
健
康
管
理
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
た
め
の

知
見
を
収
集
す
る
も
の
で
す
。
予
約
制
と
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る

方
は
吉
野
保
健
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
、
お

申
込
み
下
さ
い
。

◆�

対
象
：
一
般
環
境
を
経
由
し
た
石
綿
ば
く

露
の
可
能
性
が
あ
り
、
次
に
該
当
す
る

方
。
①
平
成
元
年
以
前
に
県
内
居
住
歴
の

あ
る
方�

②
平
成
24
〜
26
年
度
ま
で
継
続

し
て
調
査
に
協
力
で
き
る
方�

③
石
綿
健

康
管
理
手
帳
を
取
得
し
て
い
な
い
方
。

◆�

調
査
内
容
：
問
診
、
胸
部
Ｘ
線
検
査
（
毎

年
１
回
）
、
Ｃ
Ｔ
検
査
（
初
年
度
と
最
終

年
度
）
※
２
年
目
の
Ｃ
Ｔ
検
査
に
つ
い
て

は
、
必
要
に
応
じ
て
実
施
し
ま
す
。

◆
参
加
費
：
無
料

◆�

受
付
期
限
：
平
成
24
年
９
月
28
日

◆�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
：
吉
野
保
健

所　

☎
０
７
４
７―

52―

０
５
５
１

　

関
節
リ
ウ
マ
チ
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を

み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
る

よ
う
、
日
本
リ
ウ
マ
チ
友
の
会
奈
良
支
部
主

催
に
よ
る
講
演
会
及
び
相
談
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
お
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆�

日
時
：
９
月
２
日
（
日
）
午
後
１
時
〜
午

後
４
時

◆
場
所
：
奈
良
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　

橿
原
市
大
久
保
町
３
２
０―

11

　

�

☎
０
７
４
４―

29―

０
１
１
１　

近
鉄
「
畝

傍
御
陵
前
駅
」
東
出
口
か
ら
す
ぐ

◆�

内
容
：
●
講
演
「
関
節
リ
ウ
マ
チ
と
リ
ハ

◆�

申
込
方
法
：
中
吉
野
広
域
消
防
組
合
消
防

本
部
救
急
係
へ
電
話
で
お
申
込
み
下
さ

い
。
☎
０
７
４
７―

52―

１
１
９
９

　

平
成
26
年
１
月
か
ら
、
記
帳
・
帳
簿
等
の

保
存
制
度
の
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
す

　

個
人
の
白
色
申
告
者
の
う
ち
前
々
年
分
あ

る
い
は
前
年
分
の
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得

又
は
山
林
所
得
の
合
計
額
が
３
０
０
万
円
を

超
え
る
方
に
必
要
と
さ
れ
て
い
た
記
帳
と
帳

簿
書
類
の
保
存
が
、
こ
れ
ら
の
所
得
を
生
ず

べ
き
業
務
を
行
う
全
て
の
方
（
所
得
税
の
申

告
の
必
要
が
な
い
方
を
含
み
ま
す
。
）
に
つ

い
て
、
平
成
26
年
１
月
か
ら
同
様
に
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
や
記
帳
の
内

容
の
詳
細
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http

：//w
w
w
.nta.go.jp

）
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

�

吉
野
税
務
署
（
☎
０
７
４
６―

32―

３
３
８
５
）

　

（
財
）
日
本
遺
族
会
は
、
「
戦
没
者
遺
児

に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

同
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
補
助
を
受

け
実
施
し
て
お
り
、
先
の
大
戦
で
父
等
を
亡

　

�

市
民
法
律
講
座

　

�

第
２
期
石
綿
の

　

健
康
リ
ス
ク
調
査
の
お
願
い

　

�

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好

親
善
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

　

�

法
の
日
週
間

　

�

リ
ウ
マ
チ
医
療
講
演
会
・
相
談
会

　

�
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
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I N F O R M A T I O N

老
後
の
生
活
を
自
分
の
子
供
に
頼
る
こ
と
が

難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

公
的
年
金
制
度
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
で
、
長
い
老
後
の
生
活
を
安
心
で
き
る
も

の
と
す
る
た
め
に
、
必
要
と
さ
れ
て
い
る
制

度
で
す
。

◆
子
供
た
ち
の
生
活
も
保
障
す
る

　

年
金
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
て
も
、
先
の

こ
と
と
考
え
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
年
金
と
は
、
高
齢
者
に
な
っ
た
と
き

に
初
め
て
か
か
わ
り
が
あ
る
よ
う
に
考
え
ら

れ
が
ち
で
す
が
、
若
い
と
き
か
ら
意
外
と
か

か
わ
り
が
深
い
も
の
な
の
で
す
。

　

例
え
ば
、
一
家
の
担
い
手
が
亡
く
な
ら
れ

た
と
き
に
は
、
遺
族
年
金
を
受
給
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
公
的
年
金
制
度
に
加
入
す
る
の

は
、
就
職
ま
た
は
20
歳
に
な
っ
て
か
ら
で
す

が
、
公
的
年
金
制
度
に
加
入
す
る
前
に
発
生

し
た
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
障
害
の
状
態
に
な

っ
た
と
き
に
は
、
公
的
年
金
制
度
加
入
者
と

同
様
に
、
20
歳
以
後
は
障
害
年
金
を
受
給
で

き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
世
代
間
扶
養
の
仕
組
み
に

基
づ
い
た
公
的
年
金
制
度
は
、
大
人
だ
け
で

な
く
、
制
度
に
加
入
す
る
前
の
子
供
た
ち
の

生
活
も
保
障
し
て
い
ま
す
。

日
本
年
金
機
構
・
天
川
村

　

私
た
ち
洞
川
民
芸
会
・
和
太
鼓
龍
王
が

「
大
和
の
国
芸
能
ま
つ
り
in
大
淀
」
に
出
演

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◆�

開
催
日
程
：
平
成
24
年
８
月
19
日
（
日
）

午
後
２
時
〜
午
後
５
時
ま
で

◆
開
催
場
所
：
大
淀
あ
ら
か
し
ホ
ー
ル

◆
入
場
料
：
無
料

　

奈
良
県
で
活
動
し
て
い
る
和
太
鼓
グ
ル
ー

プ
等
多
く
の
団
体
も
出
演
し
ま
す
。
入
場
料

無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
メ
ン
バ
ー
一
同
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

【申込み・問合せ先】〒638‒0431　奈良県吉野郡天川村洞川784‒32　洞川エコミュージアムセンター
　　　　　　　　　☎0747‒64‒0999　℻0747‒64‒0888〈E-mail〉eco@vill.tenkawa.lg.jp
※　参加費の一部は天川村の自然を守る「山癒の里基金」に寄附させていただきます。

洞川エコミュージアムセンター洞川エコミュージアムセンター洞川エコミュージアムセンター

⑤ 8月25日（土）13：30〜16：00
　今年もやります！毎回大好評のバームクーヘン作りとクラフトに挑戦。
　さて、竹炭火でおいしく焼けるかな？（センター前の広場＝小学生を中心に）（少雨決行）⑤
【講　　師】エコミュージアムパークボランティアのみなさん
【集合場所】洞川エコミュ−ジアムセンター　　　　　　　　　　【定　員】50人
【持 ち 物】帽子・タオル・軍手・汚れてもよい服装・飲み物各自【参加費】1,000円（小中学生半額）

親子で挑戦！
簡単バームクーヘン作り＆クラフト

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン　

関
節
リ
ウ
マ
チ
と
手

術
」　

藤
井　

唯
誌
先
生
・
香
芝
旭
ヶ
丘

病
院　

整
形
外
科
部
長�

●
講
演
「
関
節

リ
ウ
マ
チ
診
療
の
未
来
像
」　

東　

光
久

先
生
・
天
理
よ
ろ
ず
相
談
所
病
院　

総
合

内
科

◆�

相
談
会
：
上
記
お
二
人
の
先
生
に
よ
る
療

養
相
談

◆�

お
問
い
合
わ
せ
：
日
本
リ
ウ
マ
チ
友
の
会

奈
良
支
部
（
土
谷
方
）
☎
０
７
４
４―

27―

９
７
３
５　

※
参
加
は
無
料
で
す
。

◆
公
的
年
金
制
度
の
必
要
性

　

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
男
性
79
．59

歳
、
女
性
86
．44
歳
（
平
成
21
年
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

も
し
も
、
公
的
年
金
が
な
か
っ
た
ら
、
こ

の
長
い
老
後
の
生
活
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う

の
で
し
ょ
う
か
。

　

老
後
に
備
え
て
貯
蓄
を
し
て
お
く
な
ど
、

個
人
の
自
助
努
力
で
対
応
し
て
い
く
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
個
人
の
自
助
努
力
で
老
後
に
備

え
る
の
は
大
切
な
こ
と
で
す
が
、
物
価
や
資

産
価
値
の
変
動
を
予
測
す
る
こ
と
や
何
歳
ま

で
生
き
ら
れ
る
か
は
不
確
実
で
あ
る
た
め
、

老
後
生
活
の
設
計
を
行
う
こ
と
に
は
限
界
が

あ
り
ま
す
。

　

か
つ
て
、
わ
が
国
で
は
大
家
族
で
暮
ら

し
、
そ
の
中
で
高
齢
者
を
扶
養
す
る
の
が
一

般
的
で
し
た
。
し
か
し
現
在
は
、
核
家
族
化

が
進
み
兄
弟
姉
妹
も
少
な
く
な
っ
た
結
果
、

　

�

公
的
年
金
の
必
要
性

　

�

洞
川
民
芸
会
・
和
太
鼓
龍
王

　
　
　
　
　
　
　

か
ら
の
お
知
ら
せ

和
太
鼓
龍
王
の
み
な
さ
ん

満
員
御
礼



天
川
村
民
憲
章

（
平
成
10
年
１
月
１
日
制
定
）

私
た
ち
は
、
古
い
歴
史
と
大
自
然
の
中
で
育
ま
れ
た
天
川
村
民

で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
の
あ

る
村
づ
く
り
を
す
る
た
め
こ
の
憲
章
を
制
定
し
ま
す
。

誰
も
が
満
天
に
輝
く
星
の
よ
う
に

●�

一
人
ひ
と
り
が
光
り
輝
き
、
互
い
の
人
権
を
確
か
め
、

共
に
生
き
る
あ
た
た
か
い
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●�

ふ
れ
あ
い
、
支
え
あ
い
、
楽
し
み
あ
え
る
福
祉
の
村
に

し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
天
と
地
の
恵
み
で
育
つ
よ
う
に

●�

郷
土
の
歴
史
か
ら
古
き
を
学
び
、
新
し
い
文
化
を
創
造

す
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●�

共
に
学
び
語
り
あ
う
、
生
涯
学
習
の
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
清
ら
か
で
力
強
さ
の
あ
る
流
れ
の
よ
う
に

●�

ス
ポ
ー
ツ
に
汗
を
流
し
、
働
く
厳
し
さ
の
中
に
も
明
日

へ
の
希
望
と
喜
び
を
感
じ
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●�

自
然
と
共
に
生
き
、
豊
か
で
活
気
み
な
ぎ
る
村
に
し
ま

し
ょ
う
。

村の花
オオヤマレンゲ

村の鳥
コマドリ

村の木
杉

幼 りよだ園稚幼 りよだ園稚

発
行

／
天

川
村

役
場

　
〒

638 -0392  奈
良

県
吉

野
郡

天
川

村
大

字
沢

谷
60番

地
TEL：

0747-63-0321  FAX：
0747-63-0329　

企
画

・
編

集
／

総
務

課
 広

報
係（

内
線

123）
U

R
L：

http://w
w

w
.vill.tenkaw
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村のうごき

■広報「てんかわ」は再生紙を使用しています。 100
古紙配合率100％再生紙 大豆油インキを使用しています

平
成
24年

７
月
31日

発
行
　
通
巻
426号

2012年
６

月
30日

現
在

（
　

）
内

は
前

月
と

の
比

較

人
口

1,686人
（

－
１

）

女883人
（

－
１

）

男803人
（

±
０

）

世
帯

数
74６

戸
（

＋
１

）

燃焼 29.91トン
前月比 83.76％
前年同月比 107.94％

不燃 3.150トン
前月比 47.01％
前年同月比 104.65％

資源 7.06トン
前月比 85.47％
前年同月比 94.58％

粗大 2.07トン
前月比 83.13％
前年同月比 126.99％

6月のごみ
収集状況

　子ども達の願いをいっぱいつけた立派な七夕飾りが出来ました。自分の願い事をみんなに知らせた
り、友達と一緒に綺麗に飾られた七夕飾りに見とれたり…みんなの願いはきっと届くことでしょう！

♪笹の葉　さらさら～

“自転車乗りに気をつけます”

“花火は大人の人と一緒にします”

“川には一人で行きません”

“知らない人にはついていきません”

思い思いの短冊を飾り、日ごろの感謝の気持ちと一緒に

消防署･駐在者に笹飾りをプレゼントしました。

駐在所・消防署にプレゼント

サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
れ
ま
す
よ
う
に
…

潜
っ
て
泳
げ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
よ
う
に
！

鉄
棒
が
上
手
く
な
り
ま
す
よ
う
に
…


